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コロナ禍と米国公共交通：ロサンゼルスを中心とした観測から 
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研究所と六甲台後援会のご厚意により、2021 年 8 月から 2023 年の年始まで在外研究の機

会を頂いた。在外研究をお許しいただいた皆様にはこの場をお借りして心より感謝を申し

上げたい。 

 

今回の在外研究先は UCLA で、初めてロサンゼルスに住む機会を得た。ロサンゼルスは美

しい太陽とさわやかな気候で知られる人気の街だが、都市計画・交通政策界隈ではとにかく

評判が悪い都市でもある。ロサンゼルスは全米第二の都市。広域都市圏で 1100 万人の人口

を抱えているが、公共交通が十分整備されないまま都市が平面的に広がってしまったため、

自動車依存度が非常に高くてあらゆる主要道路で慢性的に渋滞が発生している。この慢性

的かつ広域的な渋滞はアメリカの中でも特に深刻であり、都市経済学者 Edward Glaeser を

して「集積の利益よりも集積の費用が上回った都市」と言わしめたこともあるほどだ。 

 

ロ サ ン ゼ ル ス は ま た 、 都 市 圏 内 の 経 済 格 差 が 大 き く 社 会 階 層 ご と の 居 住 地 分 化

(Segregation)が進んでいて、人種・民族間の分断が顕著な都市でもある。富裕層・中間層は

概ね郊外に住んでいて、中心部近くの低所得者層居住地の上を高速道路で通過し、バスや鉄

道にはほとんど乗らない。これに対して、主として黒人やヒスパニックからなる低所得者層

は、都心近くや港近くの物流拠点近辺に住んでいることが多く、頭上の高速道路を行き交う

自動車からの大気汚染に苦しんでいる。このため、郊外地域居住者に比して喘息の発症率が

有意に高いことが知られている。 

 

2020 年春には、このロサンゼルスもコロナ禍に見舞われた。しかし、2020 年春の第一波の

時期には、地獄の様相を呈したニューヨークに比較すると感染者も非常に少なく、医療崩壊

にも見舞われなかった。これを受けて、メディアや一部研究者の間では「ニューヨークのよ

うな高密都市よりも、ロサンゼルス型の郊外居住・自動車通勤はパンデミック下やコロナ後

においては都市として好ましいのではないか。」という論説も出たほどである(Kotkin, 2020; 

Yang, 2020)。しかし実際には、都市構造や通勤動態よりも、ニューヨークよりもかなり早

めに行った社会的距離政策の方が主として奏功していたのであろう(Melley, 2020)。2020 年

冬の感染拡大時にはロサンゼルスでも感染爆発が起こり、低所得者層が居住する South Los 

Angeles では 5 人から 6 人に 1 人が感染して医療崩壊の様相を呈した(Meeks et al., 2021; 



Whitcomb and Gorman, 2021)。当時ロサンゼルスにいた友人の談では、しんと静まり返っ

た街中に救急車のサイレンの音だけがする、異様な状態であったという。それでも、冬の感

染爆発が少し落ち着いた 2021 年 4 月半ばから公立学校も対面活動を再開し始め、6 月には

様々な行動制限が撤廃された。大学を含めた各所で定期的な検査や健康観察が義務づけら

れ、マスクの着用も求められていたものの、2021 年夏には大学を含め教育活動は対面に戻

り、生活は正常化していった。 

 

コロナ禍は世界中で交通事業に大きな爪痕を残しており、アメリカの公共交通も例外では

なかった。不特定多数と空間を共有しなければならない公共交通は多かれ少なかれ忌避の

対象となったため、地方公共交通機関は大幅な乗客減に苦しむこととなったのである。例え

ば南カリフォルニア全体では、2020 年にはバスや列車の乗車はのべ 2 億 1300 万回と、前

年比で 57.6%(2019 年は 3 億 7000 万回)にまで落ち込んだ(Venkat, 2021)。ニューヨークや

ボストンなどその他の都市においても同様に、都市封鎖等の影響で大幅な乗客減が起こっ

た(Paul and Taylor, 2022)。 

 

この著しい乗客減であるが、その減り方には地域差もあったようである。Qi ら(2023)によ

ると、社会経済階層が高い地域ほど COVID-19 パンデミック時の交通機関利用者の減少率

は高かったという。具体的には、大卒以上の人口の割合が高い地域は、より交通機関利用者

の減少が大きくなる傾向があり、世帯所得の中央値が高く、雇用率が高く、アジア系住民の

割合が高い地域は、公共交通機関の利用率がより低下する可能性が高かった。逆に、貧困人

口の割合が高く、ヒスパニック系人口の割合が高い地域は、公共交通機関の利用者数の減少

幅が小さくなる傾向にあった。これらを反映して、経済的に中流の世帯の利用が多い中距離

通勤列車(Commuter Rail)の方が、ローカルバスなど低所得者層が主として利用する交通手

段よりも減少幅が多かったことも明らかとなっている(Paul and Taylor, 2022)。公共交通通

勤は、一定以上の経済的余裕のある階層にとっては選択的なものであるのに対し、低所得者

層にとっては代替手段が存在せず、不可欠なものであることが証明される形となった。 

 

公共交通依存者の存在が可視化されて公共交通の重要性が再注目されたことを受け、各公

共交通機関ではサービス改善への模索が続いている。例えばロサンゼルスの公共交通を運

営する Metro では、NextGen と呼ばれる運行システムを導入することでバスの利便性を向

上させ、乗り換えの時間短縮や運行頻度向上に努めた。また、LIFE と呼ばれる低所得者向

け割引運賃プログラムや、GoPass という義務教育(K-12)およびコミュニティカレッジの学

生への無料プログラムを提供するなど、交通弱者の足としてサービスを拡充している。これ

らの取り組みが奏功したのか、2021 年から 22 年の間に LA Metro のバスの乗車率は 10％

増加し、鉄道の乗車率は約 20％増加したという(Colman, 2023)。 

 

しかし、乗客数は回復傾向にあるとはいってもコロナ禍前のレベルには遠く及ばない。社会

が完全にポスト・コロナのフェーズに移っても、ホワイトカラーを中心にリモートワークを



継続する人が多く、遠郊外の広い住宅を求める人も増え、通勤を自家用車へとシフトした人

が多かったためである。公共交通事業者にとっては、コロナ禍前から慢性的な財政危機を抱

えていたところに、一般乗客が減少して低運賃・無料利用者が増加し、運賃収入が減ったの

である。更に、コロナ後の人件費・燃料費高騰によって運行費用は増加の一途をたどってお

り、連邦補助金も焼け石に水の状態だ。公共交通事業者はまさに、危機的な状況にあると言

ってよいだろう。コロナ禍によってサービスの福祉性が再認識された公共交通だが、ポス

ト・コロナの時代を生き残ることができるのか。今後の動向を引き続き注視したい。 
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